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２１世紀に入って上昇が
止まった世界平均気温 

都市化の影響を避けてどの観測点の
データを含めるかによって、各研究機
関発表のグラフが微妙に異なる。 

http://www.metoffice.gov.uk/climate-change/guide/science/explained/temp-records 

http://www.pbs.org/newshour/rundown/2011/01/
2010-ties-again-as-hottest-year-on-record.html 

Nature 465 158 （2010） 
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人工衛星で観測した大気下層
の月平均気温の変化 

上昇し続ける大気中と
表面海水中のCO2濃度 

国立天文台編 「環境年表」 平成23・24年 
第２冊 丸善（2011） 

A.E. Dessler, “Introduction to Modern Climate Change”, 
Cambridge University Press (2012) 

http://ourchangingclimate.wordpress.com/2010/04/11/recent-changes-
in-the-sun-co2-and-global-average-temperature-little-ice-age-onwards/ 
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大気中のCO2濃度は上昇し続けているのにも拘わ

らず、人工衛星で観測した大気下層の平均気温は
2002年から2009年の間、約0.2℃低下 

http://simonfiliatrault.blogspot.jp/2009_09_01_archive.html 
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過去５億年の地球気候と
CO2との間にほとんど相関
はなく、現代は間氷期 

東京大学地球惑星システム科学講座 [編] 
 「進化する地球惑星システム」  

東京大学出版（2004） 

 スティーブン・モシャー、トマス・フラー 
 「地球温暖化スキャンダル」 
 日本評論社（2010） 

田辺英一著 「凍った地球」 新潮選書（2009） 
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現在よりも温暖だった時期が過去に幾度もある 

スティーブン・モシャー、トマス・フラー 「地球温暖化スキャンダル」 日本評論社（2010） 

５ 



南極氷床コア分析データによると、気温とCO2濃度
の変動に相関があるが、気温変化が約800年先行 

R.W. Spencer, “The Great Global Warming Blunder”, Encounter Books (2010)  
６ 



大気中のCO2濃度変化は気温変動の結果？ 

丸山茂徳著 「科学者の9割は『地球温暖化』 
CO2犯人説はウソだと知っている」 宝島社（2007） 

槌田敦著 「CO2温暖化説は間違っている 
（誰も言わない環境論）」 ほたる出版（2006） 

ピナツボ火山噴火により
平均気温が約0.5℃低下
した時期にCO2濃度上昇
が中断した。 

海水の気体溶解度の
温度依存性により、原
因と結果が入れ替わ
り得る複雑性に注意 
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惑星の放射平衡 

金星 地球 火星 

反射 

太陽からの入射量    
       (W/m2) 

放射平衡温度 （℃） 

表面気圧 (気圧） 

平均表面温度 （℃） 

2600 1380 580 

77% 30% 15% 

- 46 - 18 - 56 

 477 15 -33 

90 1 0.007 
岩波講座地球惑星科学２ 「地球システム科学」 岩波書店（1996） 

温室効果 
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多原子分子の振動・回転レベル間遷移による
赤外線の放射・吸収 

Sune Svanberg “Atomic and Molecular Spectroscopy”  Springer（2009） 

ドップラー拡がりにより 
連続スペクトルになる。 

H2O 

CO2 
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分子を構成する原子が多いほど強まる温室効果 

真壁利明著 「プラズマエレクトロニクス」 培風館（1999） 
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太陽と地球の放射スペクトル 

近藤邦明著 「温暖化は憂うべきことだろうか」 不知火書房（2006） 

樽谷修編「地球環境科学」朝倉書店 
(1995) 
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水蒸気が最大の温室効果ガス 

一丸節夫 「IPCC2007と温室効果」 日本物理学会誌 Vol. 62, No. 8, 631 (2007) 

ただし、雲が増えることにより日射の反射も増加し、
気温の自己調整作用がある 
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水の吸収率 
窓である可視光領域
に適応して地球生物
が進化 !! 

J.D. Jackson 
“Classical Electrodynamics” 
2nd edition, John Wiley & 
Sons, Inc. (1975) 

紫外線遮断 

赤外線吸収 
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地球大気の温室効果の内訳 

CO2 CH4ほか 

炭素循環フィードバックで
CO2放出量増加の相乗
効果がある？ 

水蒸気 
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http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th/ar4syr.pdf 15 



地球温暖化についての論点 

気候感度 (Climate Sensitivity) 
CO2単独の効果と他の要因（雲など）を考
え合わせたとき、 CO2の倍増で気温が
何℃上がるか 

IPCC第４次報告書では  
  「1.5℃～4.5℃。1.5℃以下は考えに
くい。いちばん確からしいのは約３℃」  
としている。 

モンクトン卿 
1982年から4年間サッチャー首相の特別顧
問を務めた。当初からCO2脅威論を疑い、
映画「不都合な真実」を精査して、35の誤り
を指摘。 

渡辺正著 「『地球温暖化』神話 
                  終わりの始まり」 丸善出版（2012） 

http://scienceandpublicpolicy.org/images/stories/papers/
originals/central_question_on_sensitivity.pdf 
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IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change） 
気象変動に関する政府間パネル 

 国連の下部機関 
 研究組織ではない 
 研究者の学術論文をレビュー（評価）して、各
国の政策決定者に伝える 
 査読を経て出版された論文に基づいて評価
報告書(Assessment Report)をまとめているた
め、最新の研究やデータが反映されていない 
 

 
報告書は次のwebページからダウンロードできる
http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th_rep.html 
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http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th/ar4syr.pdf 18 



変化する気候感度の評価値 

http://scienceandpublicpolicy.o
rg/images/stories/papers/origi
nals/central_question_on_sen
sitivity.pdf/ 

 地球から宇宙に逃げる熱の衛星観測  
データと、地球表面の温度データをつき合
わせた研究によると、気候感度を  0.7℃
（0.5～1.3℃）と評価 

R.S. Lindzen, Y-S. Choi, “On the Observational 
Determination of Climate Sensitivity and Its 
Implications”, Asia-Pacific J. Atmos. Sci., 47 377 
(2011) 

M. Maslin, P. Austin, “Climate models at 
their limit?”, Nature 486 183 (2012) 

気候感度 
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IPCC予測より低いCO2 濃度の上昇 

http://scienceandpublicpolicy.org/images/stories/pap
ers/originals/central_question_on_sensitivity.pdf/ 

IPCCは指数関数的増大を
仮定しているのに対して、 
実測は線形の増加 

R.W. Spencer, “The Great Global Warming Blunder”, 
Encounters Books (2010) 20 



Figure 4: For eight and a half years, global temperatures have exhibited a pronounced 
downtrend. The IPCC’s predicted equilibrium warming path (pink region) bears no relation to 
the global cooling that has been observed in the 21st century to date. Source:SPPI global 
temperature index, compiled from HadCRU, NCDC, RSS, and UAH temperature datasets. 

http://scienceandpublicpolicy.org/images/stories/papers/originals/central_question_on_sensitivity.pdf/ 

IPCCの予想に反して、１℃／世紀のペースで気温が低下 
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http://www.ir3s.u-
tokyo.ac.jp/pages/236/all.pdf 

文科省科学技術振興調整
費を使って出版したことが
逆に批判されている。 
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 人為排出による二酸化炭素が温暖化の原
因となっている証拠を示せ、という批判あるい
は要求をよく聞くが、温暖化のサイエンスに関
して異なる知識レベルを持つ様々な懐疑論者
が、一体何を持って「二酸化炭素が温暖化の
主原因である証拠」と認めるのかが明確でな
いため何とも答えようがないというのが率直な
反応である。 

http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/pages/236/all.pdf 
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http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th/ar4syr.pdf 

IPCC報告書で人為起源の温室効果
ガスが地球温暖化の原因とするグラフ 
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江守正多「『温暖化CO2犯人説』を疑
う人たちへの反論」（2010）においても、

シミュレーション計算で自然の要因だ
けでは説明できないとしている。 25 



日経新聞 2012年6月10日 

Newton サイエンステキストシリーズ別冊
「地球温暖化」改訂版（2010） 

地球モデルの水平解像度は進歩して
いるものの、雲の生成や変化を正しく
表現するのが困難 
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エアロゾルの影響は未解明 

IPCCに属する14グループ 
のシミュレーション結果の 
総合は、実測の気温変動の 
地理分布を再現していない 

赤祖父俊一 
「正しく知る
地球温暖化」 
誠文堂新光
社（2008） 

観測 

計算 
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太平洋10年規模変動
（PDO）を考慮してい
なかったIPCC第4次
報告書の気温予測 
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10年オーダーの

大気・海水循環
(PDO)の変動 

R.W. Spencer, “The Great 
Global Warming Blunder”, 
Encounters Books (2010) 
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R.W. Spencer, “The Great Global Warming Blunder”, Encounters Books (2010) 

1980年~2000年の温暖化はPDOの寄与の方が大きい？ 

30 



S. Goreham, “Climatism”, 
New Lunox Books (2010) 

１９５９年3月に原子力
潜水艦が北極点で浮上 

朝日新聞 2009年7月8日夕刊 

過去にも広範に
融けたことがあ
る北極の氷 
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朝日新聞 2012年4月9日 

南極の昭和基地付近は寒冷化 

朝日新聞 2010年2月9日 

32 



北極と南極の気温変化が逆相なのは
CO2では説明できない 

1986年 2006年 

H. スベンスマルク、N. コールダー 「”不機嫌な”太陽」 恒星社厚生閣（2010） 

赤祖父俊一 「正しく知る地球温暖化」 誠文堂新光社（2008） 
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異常気象は増えてはいない 

国立天文台編 「環境年表」 平成
23・24年 第２冊 丸善（2011年） 

S. Goreham, “Climatism”, 
New Lunox Books (2010) 
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丸山茂徳著 「科学者の9割は『地球温暖化』CO2
犯人説はウソだと知っている」 宝島社（2007） 36 



同位体を用いた気温推定 

海水中の酸素の安定同位体 
  16O : 17O : 18O  ＝ 99.763 : 0.0372 : 0.1995 
 
軽い (16O に富む）水ほど蒸発し雨や雪として降りやすく、大陸氷

河の発達した時期は氷河の方に軽い酸素が移動し、海水中には
重い酸素が残るので、海生生物の石灰質殻(CaCO3) 中の18Oの
存在割合が大きくなる。 

大気中の炭素の安定同位体 
  12C : 13C  ＝ 98.93 : 1.07 
 
光合成生物は、拡散や酵素反応の同位体効果によって、大気から
軽い12Cを含む二酸化炭素を優先的に取り込む。そのため、温暖な
時期は、大気中の13Cの濃度が高くなる。 

千分率 per mil 
 
SMOW (standard mean ocean water)   
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安定同位体で推定
した気温は過去の
飢饉と対応 

丸山茂徳著 「科学者の9割は『地
球温暖化』CO2犯人説はウソだと
知っている」 宝島社（2007） 
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統計的誤りがあったホッケー・ステイック曲線 
米国科学アカデミーが集めた
信用度の高い気温変動推定 

赤祖父俊一 「正しく知る地球温暖化」 誠文堂新光社（2008） 
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信頼できない年輪からの気温推定 

筒井泉「地球温暖化問題は本当か」 エネルギーレビュー 2010.4 Newton サイエンステキストシリーズ別冊
「地球温暖化」改訂版（2010） 40 
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深井有著 「気候変動とエネル
ギー問題」 中公新書（2011） 

地球平均気温は、
海王星の明るさや
太陽活動と相関 
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注目されている黒点と地球気候との関連 

日経サイエンス「特集 太陽異変 活動低下で地球は寒冷化？」（2012年8月号）  43 



黒点発生のしくみ 

日経サイエンス「特集 太陽異変 活動低下で地球は寒冷化？」（2012年8月号）  

約27日周期で自転 
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黒点が多い時は太陽が活発 

柴田一成著 「太陽の科学」 
NHKブックス（2010） 

45 



日経サイエンス「特集 太陽異変 活動低下で地球は寒冷化？」（2012年8月号）  46 



黒点数・宇宙線と世界平均気温との相関 

柴田一成著 「太陽の科学」 NHKブックス（2010） 

伊藤公紀著 「地球温暖化 埋まってきた 
ジクソーパズル」 日本評論社」（2003） 

気温変動を説明できない太陽輻射量の微小変動 47 



日経サイエンス「特集 太陽異変 活動低下で地球は寒冷化？」（2012年8月号）  48 



2008年、2009年の無黒点日数は過去100年のトップ２，３ 

2010年 
10月6, 7日
も無黒点 

柴田一成著 「太陽の科学」 
NHKブックス（2010） 

地球と同期して
周回する人工惑
星による観測 

太陽の自転周期の27日でリスト 

49 



太陽活動の低下で
寒冷化する可能性 

伊東公紀著 「地球温暖化」 日本評論社（2003） 

日経サイエンス「特集 太陽異変 活動低下で
地球は寒冷化？」（2012年8月号）  50 



6/24 6/15 

直近の黒点も南半球のみに現れる傾向 51 
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宇宙線による粒子シャワー
と低層雲の生成 

H. スベンスマルク、N. コールダー 「”不機嫌な”太陽」 恒星社厚生閣（2010） 

太陽風の磁場で地球から逸らされる
のは低エネルギー宇宙線のみに注意 

52 



地上での検証実験 

CERN で本格的な
検証実験が進行中 

H. スベンスマルク、N. コールダー 「”不機嫌な”太陽」 恒星社厚生閣（2010） 53 

 



過去に全球凍結(Snowball Earth)も起きた地球 

http://wiredvision.jp/blog/yamaji/201008/201008271401.html 
 

田辺英一著 「凍った地球」 新潮選書（2009） 

反射率が高くて温まりにくい全球凍結からCO2の温室
効果で抜け出すには４桁以上の濃度上昇が必要 

54 



周期的な氷河期の到来とMilankovitch周期 

浜野洋三著 「地球の仕組み」 日本実業出版（1995） 

わずかな地球の軌道変動や歳差運動では、最近の
温度変動の増大や全球凍結を説明できそうにない。 
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周期的氷河期は太陽系の天の川銀河内の運動、全球凍結は集中し
て起きた超新星爆発で説明できる？ 

H. スベンスマルク、N. コールダー 「”不機嫌な”太陽」 恒星社厚生閣（2010） 56 



2009年、温暖化データに疑惑浮上 
朝日新聞 2009年12月12日 
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CLIMATEGATE 
メールの流出で不正が明るみに 
人類史上最悪の科学スキャンダル !? 

 
 
 不都合な論文を排除する工作

（気にくわない編集長を交代さ
せたり、仲間内で査読等） 

 情報公開法に基づく元データと
統計処理法の公開請求に応じ
ない（気温データへの都市化
の影響を調べた論文に使った
観測点リストを公開しない等） 

 査読者に送ったIPCC報告書
原稿がweb公開原稿と異なる 
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Nature 467 891（2010） 
60 



CLIMATEGATE 第2弾 
 

流出したメー
ルや文書が
検索できる。 

渡辺正著 「『地球温暖化』神話 終わりの始まり」 丸善出版（2012） 
 
         

気象変動枠組条約締約国会議COP17(2011年)直前に暴露 
 

 
2009年の事件では「文脈（前後関係）を無視し、話の一部だけ

をつまみ上げたにすぎない」と突っぱねる当事者もいた。だが
今回は 「文脈を埋める」メールもたっぷりある。 
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 IPCC第４次報告書の統括執

筆責任者や代表執筆者に、学
位を取っていない大学院生や
研究者が含まれている。 
 

 IPCCの報告書は「査読付論文

だけ精選・評価」しているはず
なのに、 44章のうち半分近い
21章の引用文献は査読付論
文59％以下 

不良少年  
 

IPCCの正体 
 

女性ジャーナリストが2年以上かけて調査 
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Lehman Brothers破綻後、下落が続く排出枠価格 

http://www.nikkei.com/article/DGXNASDD040QS_V00C12A1000000/ 
http://econfix.wordpress.com/category/externalities// 

排出枠取引に最も熱心だったと言われた 
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食糧をバイオ燃料にする愚  
  

米国生物科学学会の大規模な研究
では、トウモロコシ由来のエタノール
から得られるエネルギーは、生産に
必要なエネルギーより10％多いだけ 

別冊日経サイエンス「低炭素革命 

温暖化危機を超えて」（2008） 

S. Goreham, “Climatism”, New Lunox Books (2010) 64 



地球温暖化が緊急に対処すべき課題か？ 

65 



世界的優先順位の評価例 
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